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は　じ　め　に
　北海道立衛生研究所報第58集をお届けいたします．
　昭和24年9月北海道立衛生研究所が設立されてから59年が経過しました．先日，当所報の
「創刊に當りて」と題する初代中村豊所長の格調高い巻頭文を拝論ずる機会がありました．
戦後の混乱期に，道民の保健衛生上の諸問題を解決する目的で当時の北海道衛生部を中心と
した関係各位のご尽力による衛生研究所設立をふまえて「本研究所の使命の重大性とこれに
従業する吾人の責務の眞に軽からざるを痛感する」との記述は，今日のわれわれが受け継い
でいる理念の礎を見出した思いであります．
　その後，地方衛生研究所には平成9年3．目14日厚生事務次官通知による現行の設置要綱が
示され，地域保健に関する総合的な調査研究，研修指導，試験：検査，公衆衛生情報等の収集・
解析・提供を業務とし，その実施をもって地方における公衆衛生行政を支える科学的かつ技
術的中核機関として機能するべく役割を与えられております．従いまして，その活動は関係
する行政部門，保健所等との緊密な連携の下に広く北海道民のニーズや自治体の施策に沿っ
た公共性の高いものであることが求められます．こうした役割を果たすために，私ども研究
職員は常に新しい技術の導入や改良，精度管理は勿論のこと，学問的興味だけではなく，研
究機関の目的，役割，運営，社会状況等に配慮した調査研究に取り組んできております．
　平成19年度の調査研究事業は58課題を実施いたしました．その内訳は道費による重点領域
特別研究3課題，一般試験研究14課題，民間等共同研究6課題，受託試験研究3課題，外部
資金活用研究2課題及び国・団体等の助成研究費による応募研究30課題であります．応募研
究のうち文部科学省科学研究費補助金による研究では研究代表4課題，分担研究3課題が新
規に採択されました．この所報第58集におきましては研究報告2編，調査報告1編ノート
15編資料3編を掲載いたしました．その他，所外の学術誌への投稿23編学会発表53編，
報告書25編等の研究活動成果をもお示ししております．
　厳しい研究課題評価を受けることにより日ごろの業務内容を客観的に見直すことができ，
また学会発表や学術誌への論文投稿は研究内容の客観的評価を受ける絶好のチャンスでもあ
ります．この所報に業績を記録する目的のひとつにはそうした意味のワンステップとしての
意義があります．そして所報のもうひとつの目的は，私たちの一年間の学問的活動の成果を
所外の皆様にご理解いただくべくお知らせする広報霊的役割であります．
　日常業務，技術指導，研究，学会発表，論文執筆等の傍ら，こうした自らの活動内容を所
報として記録することの意義を理解して執筆された方々，そして本所報の学術的レベルを支
えるべく長時間，精力的に査読，校正に尽力いただいた編集委員の各位に深く感謝いたしま
す．
　これからも研究職員諸氏のより一層の研鑛と，関係各位からの真摯な評価とご支援をお願
い申し上げます．
平成20年12月 北海道立衛生研究所長長井忠則
